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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は明治後半期の代表的思想家の一人陸錫南の政治思想の、これまで充分とらえ られ

ていない全体像の解明を意図 し、なかんつ くその思想の顕著な特色たる 「自由主義」的契機

と 「保守主義」的契機の交錯を思想内在的に理解 しようとする。結論 として、そこに保守主

義一般に共通する人間論的発想があり、そのことと不可分の根抵的理念 として、人間および

人間社会のあるべき姿を意味する 「人道」の観念があって、あらゆる政治論に通底 している

ことが指摘 される。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

「人道」の観念およびその他の概念装置になお精緻化の余地があり、具体的叙述にやや未

整理の部分が残 るものの、根抵的な観念を軸として正面から思想の全体的見取図を示 した点

で本論文は注目すべ き力作であり、博士の学位を授与するに値いするものと認められる。
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